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教員養成スタンダード（大学院） 

【基礎部分】自己評価票 
 

学籍番号  
専 攻 人間発達教育専攻 

ふりがな  

氏  名  コース 教育コミュニケーションコース 

５領域 スタンダード 

(上段）学年当初の自己評価の数値を記入する 

(下段）学年末の自己評価の数値を記入する 

できない ：１   少しできる：２ 

ほぼできる：３   十分できる：４ 

１年次 ２年次 ３年次 

学び続ける 

教師 

１ 省察的実践による課題改善を図ることができる 
   

   

２ 研究を通した専門性向上をめざすことができる 
   

   

３ 
長期的視野に立つ主体的な職能成長を図ることがで

きる 

   

   

教師としての

基本的素養 

４ 
社会人としての素養を備え，自立した社会人として

行動できる 

   

   

５ 
教師としての自覚と使命感を持ち，専門職業人とし

ての知見を備えている 

   

   

児童・生徒の理

解に基づく学

級経営・生徒指

導 

６ 
児童・生徒の発達についての知見をもとに児童・生

徒にかかわることができる 

   

   

７ 
学級経営の基礎的な知識を踏まえて学び合う集団，

自治的・文化的集団の育成ができる 

   

   

８ 
児童・生徒の多面的な理解をもとに，多様な場面に

対して適切かつ柔軟に対応できる 

   

   

教科等の指導 

９ 
専門的な知見をもとに学習内容を探究し，教材開発

につなげることができる 

   

   

10 
学習指導を分析する幅広い知識を有し，確かな学び

を導くことができる 

   

   

11 
学習内容の系統性と児童・生徒の実態を踏まえて指

導計画に反映させることができる 

   

   

12 
教師としての専門的な知見を授業研究に生かすこと

ができる 

   

   

13 
学習評価についての多面的な理解をもとに，評価を

学習指導に生かすことができる 

   

   

連携・協働  

14 
多様な場面で学校内での協働を進める方法論を身に

つけている 

   

   

15 
保護者・地域との親和的な関係を結び，協調的に活

動する意義を理解している 

   

   

 

 ※ 以下に該当する場合は，チェック☑してください。 

     ☐ 教員免許状を所有しておらず，かつ取得予定もない 
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【1 年次当初の自己評価を踏まえた自己課題】 

 

 

 

 

 

 

【１年次修了時の振り返り】 

 

 

 

 

 

 

【２年次当初の自己評価を踏まえた自己課題】 

 

 

 

 

 

 

【２年次修了時の振り返り】 

 

 

 

 

 

 

【３年次当初の自己評価を踏まえた自己課題】 

 

 

 

 

 

 

【３年次修了時の振り返り】 

 

 

 

 

 

 

【自己成長のあしあと（全課程修了時の総括的な振り返り）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自己成長を振り返るキーワードを５つ以内で挙げること】 

 

（          ）（          ）（          ）（          ）（          ） 

 

提出先：学生は指導教員へ → 指導教員は教育支援課へ（aca-std-gs@hyogo-u.ac.jp） 

  

user
タイプライタ
-7-



 

 

     教員養成スタンダード（大学院） 

【専門性の実現に向けた】自己評価票 

 

学籍番号  
専 攻 人間発達教育専攻 

ふりがな  

氏  名  コース 教育コミュニケーションコース 

観点 スタンダード 目    標 

探究力 

人間，社会，教育について，広い視

野から，根本に立ち返って考えるこ

とのできる探究力を有している 

 

１年次修了時

の振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点 スタンダード 目    標 

実践力 

人と人との対話的な関係を構築し

ながら，組織変革のために提言でき

る実践力を有している 

 

１年次修了時

の振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点 スタンダード 目    標 

研究と実践の

融合 

実践的研究者としてよりよい実践

を探究し続ける力を有している 

 

１年次修了時

の振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

提出先：学生は指導教員へ → 指導教員は教育支援課へ（aca-std-gs@hyogo-u.ac.jp） 

  

１年次 
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     教員養成スタンダード（大学院） 

【専門性の実現に向けた】自己評価票 

 

学籍番号  
専 攻 人間発達教育専攻 

ふりがな  

氏  名  コース 教育コミュニケーションコース 

観点 スタンダード 目    標 

探究力 

人間，社会，教育について，広い視

野から，根本に立ち返って考えるこ

とのできる探究力を有している 

 

２年次修了時

の振り返り 

 

 

 

 

 

観点 スタンダード 目    標 

実践力 

人と人との対話的な関係を構築し

ながら，組織変革のために提言でき

る実践力を有している 

 

２年次修了時

の振り返り 

 

 

 

 

 

観点 スタンダード 目    標 

研究と実践の

融合 

実践的研究者としてよりよい実践

を探究し続ける力を有している 

 

２年次修了時

の振り返り 

 

 

 

 

 

【自己成長のあしあと（全課程修了時の総括的な振り返り）】 

 

 

 

 

 

 

 

【自己成長を振り返るキーワードを５つ以内で挙げること】 

 

（        ）（        ）（        ）（        ）（        ） 

 

☆必要に応じて各記入欄の行を追加してください。本様式が２頁に渡っても差し支えありません。 

  

２年次 
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【指導教員による総括コメント】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提出先：学生は指導教員へ → 指導教員は教育支援課へ（aca-std-gs@hyogo-u.ac.jp） 
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ラーニングコモンズの設置状況 

 

学生の自主的・主体的な学びを促進し、基礎的な力の修得をさらに確実なものとするため、大学の各エリア・施設を機能別にゾーニ

ングしラーニングコモンズとして整備した。 

 施設名 主な用途 席数 設備 

総合研究棟 

１階 
オープンセミナールーム グループ学習・自習 30席 

移動式ホワイトボード４台 

70インチタッチディスプレイ１台 

総合研究棟 

２階 
教職キャリア開発センター 

主に教員採用試験の 

グループ学習 
18席 

テレビ・ブルーレイディスクプレイヤー各２台 

パソコン・スキャナー各６台 

プリンター１台 

附属図書館 

１階 
ＰＡＯ グループ学習・自習 71席 

パソコン20台、プリンター２台 

プロジェクター・スクリーン１式 

附属図書館 

地階 

グループラボ１ グループ学習 ８席 テレビ１台、メディアプレイヤー１式 

グループラボ２ グループ学習 ８席 テレビ１台、メディアプレイヤー１式 

グループラボ３ グループ学習 ６席 テレビ１台、メディアプレイヤー１式 

大学会館 

１階 

アクティブラーニングスタジオ グループ学習・授業 27席 
70インチタッチディスプレイ１台 

ブルーレイディスクプレイヤー１台 

マイクロティーチングスタジオ１ グループ学習・授業 28席 
70インチタッチディスプレイ１台 

ブルーレイディスクプレイヤー１台 

マイクロティーチングスタジオ２ グループ学習・授業 18席 

60インチタッチディスプレイ１台 

ブルーレイディスクプレイヤー１台 

編集用パソコン１台 

大学会館 

３階 
ボランティアステーション 

ボランティア活動の情報

提供、促進・支援 
12席 

パソコン３台 

プリンター１台 

席数合計：226 席（学生 6.5 人に１席（学生数 1,479 人(27.5.1)） 

 

user
タイプライタ
（別添資料３）

user
タイプライタ
-11-


